
  二 〇 二 一 年 度 京 大 現 代 文 理 系 【 二 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

                                     担 当 中 野 芳 樹  

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 未 完 成…… 失 格 

ｃ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 二 行 書 き 、 書 き 過 ぎ そ の 他 ）…… 失 格 

 ＊ 一 行 は 二 五 文 字 程 度 。 

ｄ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

 

問 一 （ 10 点 ） 

日 本 の 日 常 語 や 散 文 の リ ズ ム が 、 乱 雑 、 即 興 的 、 無 方 向 で 、 生

き 生 き と 多 彩 で 変 化 す る の に 反 し 、 短 歌 の 五 七 五 七 七 と い う 音

数 律 は 、 特 殊 な 形 、 組 み 合 わ せ 方 の 定 型 で あ る と い う 事 実 。 

 

 ＊ 「 ～ で あ る こ と 。 ～ と い う 事 実 。 」 な ど 、 「 根 拠 は な に か 」

と い う 設 問 要 求 に 適 し た 文 末 表 現 で な け れ ば 、 １ 点 減 点 

 ＊ 「 不 自 然 」 「 超 日 常 的 」 「 抽 出 し が た い 」 「 人 工 の 約 束 」 な ど 、

根 拠 と 帰 結 （ 傍 線 部 の 置 換 ） と を 混 同 し た 解 答 は 、 不 可 

 ＊ ① ・ ④ ・ ⑦ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 短 歌 の ・ 五 七 五 七 七 の ・ 音 数 律 に つ い て ２ 点 

② ① が 特 殊 な 組 合 せ 方 （ 連 結 法 ） ・ 形 で あ る こ と ２ 点 

③ ① が 定 型 で あ る こ と １ 点 

④ 日 本 語 の 日 常 語 ・ 散 文 の リ ズ ム に つ い て ２ 点 

⑤ ④ が 乱 雑 、 即 興 的 、 無 方 向 で あ る こ と １ 点 

⑥ ④ が 生 き 生 き と 多 彩 で 変 化 す る １ 点 

⑦ ① （ ② ・ ③ ） と 、 ④ （ ⑤ ・ ⑥ ） と が 、 背 反 す る こ と １ 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 二 （ 10 点 ） 

定 型 の 短 歌 詩 型 は 、 ど の 時 代 に も 日 常 語 の 自 然 な リ ズ ム と 対 立 、

断 絶 し 、 ま た 強 引 に 接 続 し て 、 形 式 面 で 外 的 に 非 日 常 的 な 詩 の

世 界 を 支 え る 困 難 な 作 業 を 要 す る と 思 わ れ る か ら 。 

 

 ＊ ① ・ ④ ・ ⑤ は 必 須 ポ イ ン ト 

 ＊ 筆 者 の 主 観 的 理 由 説 明 の 形 式 で な け れ ば 、 １ 点 減 点 

① 主 題 ＝ 「 短 歌 詩 型 」 に つ い て 配 点 は 無 し 

② ① は 定 型 詩 型 で あ る １ 点 

③ ① ・ ② は 

ａ 日 常 語 の 自 然 な リ ズ ム と 対 立 １ 点 

  ＊ 「 闘 い 」 （ 擬 人 法 ） の マ マ で は 、 加 点 し な い 

 ｂ 日 常 語 の 自 然 な リ ズ ム を 断 ち 切 り １ 点 
ｃ 日 常 語 の 自 然 な リ ズ ム と 強 引 に 接 続 す る １ 点 

④ ① ・ ② は ａ ～ ｃ の 作 業 を 要 す る ・ む つ か し さ が あ る ２ 点 

⑤ ④ は 「 古 代 ・ 中 世 ～ 現 代 ま で 変 わ ら ぬ （ 普 遍 的 ） 」 ２ 点 

⑥ ① ・ ② は 「 か た ち の 上 か ら 」 「 外 か ら 」 非 日 常 的 な 詩 の 世 界

を 支 え る ２ 点 

 

 

 

 

 

 

 

問 三 （ 10 点 ） 

茂 吉 は 、 彼 の 内 面 を 厳 密 な 短 歌 詩 型 の 約 束 の も と で 正 確 に 表 明

す る た め に 最 適 な 語 を 、 知 る 限 り の 古 今 東 西 の 文 章 語 の 文 法 的

あ る い は 語 彙 上 の 蓄 積 に 求 め て い る と い う こ と 。 

 

 ＊ ① ・ ③ ・ ⑤ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 茂 吉 （ 自 覚 的 歌 人 ） の 作 歌 態 度 に つ い て １ 点 

 ＊ 短 歌 を 作 る 姿 勢 を 説 明 し た も の と 分 か れ ば 、 可 

② 「 う た う べ き 思 想 内 容 」 ＝ あ る 表 現 内 容 を 短 歌 に 表 明 １ 点 

③ ② を 厳 密 な 定 型 （ 短 歌 詩 型 ） の 約 束 の も と に 表 明 １ 点 

④ ② と ③ に 「 忠 実 た ら ん 」 ＝ 正 確 な 内 容 ・ 適 切 な 語 ２ 点 

⑤ 「 全 教 養 を あ げ て 」 ＝ 知 る 限 り ・ 古 今 東 西 に 語 を 求 め ２ 点 

⑥ ⑤ は （ 各 時 代 の ） 文 章 語 の 文 法 的 ・ 語 彙 上 の ・ 遺 産 ３ 点 

 

 

 


